
「
北
方
の
バ
ラ
」
と
も
い

わ
れ
、
歴
史
性
や
文
化
的
価

値
か
ら
「
タ
イ
の
京
都
」
と

も
い
わ
れ
る
チ
ェ
ン
マ
イ
。

そ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
の
南
西

約
二
〇
キ
ロ
に
あ
る
日
本
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ

に
母
子
感
染
し
た
孤
児
た
ち

の
生
活
施
設
「
バ
ー
ン
ロ
ム

サ
イ
」
を
五
月
末
、
家
人
と

訪
問
し
、
併
設
さ
れ
た
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
「
ホ
シ
ハ
ナ
ビ
レ
ッ

ジ
」
に
投
宿
し
た
。

バ
ー
ン
ロ
ム
サ
イ
の
開
設

は
一
九
九
九
年
十
二
月
、
当

時
タ
イ
で
は
エ
イ
ズ
に
よ
る

母
子
感
染
や
、
エ
イ
ズ
孤
児

が
社
会
問
題
化
し
て
い
た
。

施
設
に
対
す
る
差
別
や
偏

見
の
中
、
三
〇
名
の
孤
児
か

ら
施
設
は
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

三
年
で
一
〇
名
が
な
く
な
る

と
い
う
苦
難
に
も
見
舞
わ
れ

た
。し

か
し
普
及
し
始
め
た
抗

Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
薬
の
投
与
に
よ
っ

て
二
〇
〇
二
年
以
降
は
エ
イ

ズ
を
発
症
し
て
亡
く
な
る
子

供
は
い
な
く
な
っ
た
。

抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
は
一
日
二
回
、

一
生
飲
み
続
け
る
必
要
が
あ

る
。
価
格
も
一
人
の
子
供
に

一
月
最
低
七
〇
〇
〇
バ
ー
ツ

（
約
二
万
一
千
円
、
一
般
的

な
北
タ
イ
労
働
者
の
月
収
に

値
す
る
。
）
か
か
る
。

薬
と
検
査
費
用
は
現
在
の

と
こ
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
が

提
供
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
施
設
に
は
十
八
歳
ま

で
し
か
い
ら
れ
な
い
が
、
抗

Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
は
施
設
を
巣
立
っ

た
子
供
た
ち
に
も
手
に
入
る

よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
だ
。

現
在
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
孤
児
の
み

な
ら
ず
、
貧
困
か
ら
孤
児
に

な
っ
た
山
岳
民
族
の
子
供
た

ち
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

寄
付
金
の
み
に
頼
る
の
み

で
な
く
、
施
設
を
運
営
す
る

た
め
の
事
業
も
活
発
に
行
っ

て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
タ
イ
の
コ
ッ

ト
ン
な
ど
を
使
用
し
た
衣
服
、

か
ば
ん
、
小
物
な
ど
の
縫
製

事
業
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が

前
記
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
運
営

で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
子
供
た
ち
が
社

会
に
巣
立
つ
た
め
の
訓
練
に

も
な
り
、
ま
た
雇
用
の
創
出

に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
施
設
の
子
供
た
ち
と

地
域
の
子
供
た
ち
が
寄
贈
さ

れ
た
図
書
を
通
じ
た
交
流
や
、

サ
ッ
カ
ー
の
地
域
ク
ラ
ブ
を

設
立
し
、
と
も
に
プ
レ
ー
す

る
こ
と
で
差
別
を
乗
り
越
え

て
い
る
。

バ
ー
ン
ロ
ム
サ
イ
と
は

「
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
の
下
の

家
」
と
い
う
意
味
。

大
地
に
大
き
く
根
を
張
り
、

あ
る
時
に
は
日
陰
に
、
ま
た
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あ
る
時
に
は
雨
宿
り
に
な
る

ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
の
下
で
子

供
た
ち
が
実
家
の
よ
う
に
、

ま
た
大
き
な
家
族
の
よ
う
に

生
活
し
続
け
よ
う
と
い
う
理

念
が
あ
る
。

テ
レ
ビ
は
な
い
が
Ｗ
Ｉ
Ｆ

Ｉ
も
通
じ
、
自
炊
も
で
き
る

清
潔
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
投

宿
し
、
鳥
の
さ
え
ず
り
や
虫

の
音
に
癒
さ
れ
、
時
々
「
安

否
確
認
」
に
来
て
く
れ
る

「
タ
ラ
ち
ゃ
ん
」
は
じ
め
数

匹
の
猫
と
戯
れ
る
の
も
よ
い
。

チ
ェ
ン
マ
イ
か
ら
ソ
ン
テ

オ
（
乗
合
自
動
車
）
と
地
元

の
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー
を
乗
り

継
い
で
ぜ
ひ
訪
れ
て
も
ら
い

た
い
。

大
阪
市
内
か
ら
市

電
が
完
全
に
消
え

た
の
は
一
九
六
九

年
で
す
が
初
め
て
走
っ
た
の

は
一
九
〇
三
年
。
そ
の
地
は

港
区
だ
っ
た
と
か
。

そ
の
年
、
築
港
大
桟
橋
が

完
成
、
花
園
橋
（
今
の
九
条

新
道
）
か
ら
の
間
、
約
五
キ

ロ
を
走
り
ま
し
た
。
停
留
所

は
一
〇
か
所
、
片
道
二
六
分
、

定
員
は
四
二
人
。
市
電
が
走

る
前
の
港
区
は
の
ど
か
な
風

景
の
中
に
築
港
大
道
路
（
今

の
み
な
と
通
）
が
つ
く
ら
れ
、

そ
の
真
中
に
市
電
の
線
路
が

引
か
れ
ま
し
た
。

築
港
大
桟
橋
は
海
外
貿
易

の
た
め
に
造
ら
れ
ま
し
た
が

完
成
し
た
て
の
頃
は
大
型
船

の
利
用
が
少
な
く
、
代
わ
り

に
夕
涼
み
と
魚
釣
り
の
市
民

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
市
電
も

そ
う
し
た
市
民
が
よ
く
利
用

し
、
運
転
台
の
前
に
釣
竿
入

れ
を
取
り
付
け
る
サ
ー
ビ
ス

を
し
た
の
で
「
う
お
釣
り
電

車
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

市
電
が
廃
止
さ
れ
バ
ス
と

共
に
住
民
の
足
と
な
っ
て
き

た
地
下
鉄
。
弁
天
町
駅
は
一

九
六
一
年
に
開
業
し
ま
し
た
。

橋
下
維
新
は
バ
ス
路
線
を

大
幅
に
廃
止
し
、
後
継
の
吉

村
が
三
月
議
会
で
黒
字
地
下

鉄
の
民
営
化
を
つ
い
に
決
定
。

地
下
鉄
も
バ
ス
も
市
民
の
財

産
。
勝
手
に
処
分
す
る
な
‼
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大
阪
で
初
め
て

市
電
が
走
っ
た

港

区

■日時 7月2日（日）午前10時～

■会場 弁天町グランドボウル（オーク1階）

■申込締切 6月26日（月）

※※ 詳細はもちつき実行委員まで

投宿した「土の家」


